
「受刑者に対する釈放時アンケート」について（令和元年度分） 
 

 刑事施設の運営の実情に対する国民の理解を深めることを目的として，令和元年度に実

施した「受刑者に対する釈放時アンケート」の集計結果を公表しますので，お知らせしま

す。 

 

１ 内容 

行刑改革会議の提言を受け，行刑行政の透明化，処遇環境の充実化等を推進するた

めの一方策として，平成 17 年４月から，出所受刑者を対象として釈放時アンケート

を実施している。 

釈放時アンケートは，受刑者の釈放時の感想等を集計し，刑事施設の適正な運営を

図るための資料として活用するとともに，その結果を公表し，刑事施設の運営の実情

に対する国民の理解を深めるための資料として活用するものである。 

 

２ 調査期間 

平成 31 年 4 月 1 日から令和２年３月 31 日まで 

 

３ 対象者 

   19,752 人 

※ 調査期間中に，刑事施設から釈放された受刑者 

 

４ 有効回答数（回答率） 

   18,046 人（94.2％） 

   （男性：16,283 人，女性：1,763 人） 

※ 対象者のうち，アンケートの実施を拒否した者等は除いた。 

※ １項目でも有効な回答があれば有効回答数に計上している。 

 

５ 結果 

   アンケート集計結果は次のとおり。 

なお，アンケート結果の図表の構成比は，四捨五入したために，その和は 100.0%

にならないことがある。 

  



1 

 

＜注＞ 本集計結果において，「A」は「男性」のうち犯罪傾向の進んでいない者，「B」は

「男性」のうち犯罪傾向の進んでいる者，「W」は「女性」のことである。 

 

１．今回の受刑における矯正処遇の目標について 

（１）受刑生活を通じて，自分に定められた目標を達成することができましたか。 

 

 

 

 

 
39.1%

37.4%

6.4%

17.1%
達成することができた

一部は達成したが不十分だった

達成することができなかった

自分ではよくわからない

全体

17,646人

39.1

%

36.5

%

6.6%

17.8

%

男性
15,927
人

39.5%

45.5%

4.1%

10.8%

女性
1,719
人

43.1

%

39.2

%

3.4%

14.3

%

A
5,877
人

36.7%

34.9%

8.5%

19.9%

B
10,050人



2 

 

（２）（１）で「達成することができなかった。」と答えた人に聞きます。その理由として

考えられるものはどれですか。 

 

 

矯正処遇の目標について，「達成することができた」又は「一部は達成したが不十分だった」とする回

答は，いずれの類型においても、7～8割であった。「達成することができなかった」と回答した理由に

ついては，いずれの類型においても 4～5 割の者が「達成しようという自分の気持ちや努力が足りなか

った」と回答した。  

49.5%

13.6%

12.6%

6.5%

17.9%

達成しようという自分の気持ちや努力が足りなかった

目標のことを忘れることが多かった

どうやって達成するか分からなかった

目標が自分に合っていなかった

その他

全体

1,098人

50.0%

13.4%

12.2%

6.6%

17.8%

男性
1,030人

42.6%

16.2%

17.6%

4.4%

19.1%

女性
68人

44.5%

14.7%

16.2%

6.8%

17.8%

A
191人 51.3%

13.1%

11.3%

6.6%

17.8%

B
839人
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2．今回受刑することになった犯罪に被害者（その家族を含む。）がいる人 

（１）被害者に謝罪や被害弁償（慰謝料の支払いを含む。）等をした人に聞きます。 

被害者はどのように感じていると思いますか。 

 

  

29.5%

33.2%

30.8%

1.5%

5.1% 受け入れられていると思う

受け入れられていないと思う

どう思っているか分からない

特に考えていない

その他

全体

5,778人

28.7%

33.6%

30.9%

1.6%

5.2%

36.0

%

29.9

%

29.9

%

0.5%

3.8%

女性
639人

25.7%

38.4%

31.1%

1.0%

3.8%

A
2,386人

31.2%

29.5%

30.7%

2.1%

6.5%

B
2,753人

男性

5,139人

29.5%

33.2%

30.8%

1.5%

5.1% 受け入れられていると思う

受け入れられていないと思う

どう思っているか分からない

特に考えていない

その他

全体

5,778人

28.7%

33.6%

30.9%

1.6%

5.2%

36.0

%

29.9

%

29.9

%

0.5%

3.8%

女性
639人

25.7%

38.4%

31.1%

1.0%

3.8%

A
2,386人

31.2%

29.5%

30.7%

2.1%

6.5%

B
2,753人

男性

5,139人
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（２）被害者に謝罪や被害弁償等（慰謝料の支払いを含む。）をしていない人に聞きます。 

謝罪，被害弁償等について，どのように考えていますか。 

ア）謝罪について 

 

 

52.7%

27.7%

7.7%

12.0% 謝罪をしたい

謝罪をしても受け入れられないと思う

謝罪をするつもりはない

特に考えていない

全体

3,055人

51.9%

27.9%

7.9%

12.3%

男性

2,890人

66.7%

23.6%

3.0%

6.7%

61.3%

27.9%

4.1%
6.7%

51.9%

27.9%

7.9%

12.3%

女性

165人

A

1,137人

B

1,753人
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イ）被害弁償等（慰謝料の支払いを含む。）について 

 

 

 

被害者に謝罪や被害弁償等をした者に対し、被害者の感じ方を質問したところ、女性とB以外の各類型

において、「受け入れられていないと思う」が「受け入れられていると思う」を上回った。また、被害者に

謝罪や被害弁償等をしていない者に対し，謝罪や被害弁償等について質問したところ，女性とAの類型で

は「謝罪（被害弁償等）したい」と回答した者が6割を超えた。 

51.0%

23.2%

9.3%

16.5%
被害弁償等をしたい

被害弁償等をしても受け入れられないと思う

被害弁償等をするつもりはない

特に考えていない

全体

4,591人

50.8%

22.9%

9.7%

16.6%

男性

4,299人 54.5%

26.7%

3.4%

15.4%

60.3%
23.0%

6.1%

10.6%

43.5%

22.9%

12.5%

21.1%

女性

292人

A

1,851人

B

2,448人
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3．職員について 

（１）職員全体の公平さについてどのように感じましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6%

6.7%

60.7%

公平な職員が多い

不公平な職員が多い

公平な職員も不公平な職員もいる

全体

17,344人

32.9%

6.7%

60.4%

30.1%

6.8%
63.1%

34.7%

5.1%

60.2%

31.9%

7.6%

60.6%

男性

15,650人

女性

1,694人

A

5,807人

B

9,843人
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（２）職員に望むことはどれですか。【２つまで選択】 

 

23.6%

48.8%

13.1%

25.6%

18.4%

10.5%

8.1%

29.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

受刑者を信じてほしい

公平に見てほしい

身上相談に乗ってほしい

話を聞いてほしい

声をかけてほしい

自分を分かってほしい

放っておいてほしい

特になし

全体

17,055人

23.8%

48.1%

13.2%

25.1%

17.8%

10.0%

8.5%

30.8%

22.2%

55.3%

11.8%

30.7%

23.7%

15.4%

3.8%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

受刑者を信じてほしい

公平に見てほしい

身上相談に乗ってほしい

話を聞いてほしい

声をかけてほしい

自分を分かってほしい

放っておいてほしい

特になし

男性

15,383人

女性

1,672人
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21.5%

48.3%

13.9%

27.1%

20.9%

9.8%

6.9%

28.6%

25.1%

47.9%

12.8%

23.9%

16.0%

10.1%

9.5%

32.0%

22.2%

55.3%

11.8%

30.7%

23.7%

15.4%

3.8%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

受刑者を信じてほしい

公平に見てほしい

身上相談に乗ってほしい

話を聞いてほしい

声をかけてほしい

自分を分かってほしい

放っておいてほしい

特になし

A

5,747人

B

9,636人

W

1,672人



9 

 

（３）あなたを一番長く担当した職員についてどのように感じましたか。 

ア）親切さ 

 

  

77.5%

5.0%

17.4%
親切

不親切

どちらともいえない

全体

17,368人

77.7%

5.0%

17.3%

75.6%

5.6%

18.8%

82.0%

4.5%

13.5%

75.2%

5.2%

19.5%

男性

15,675人

女性

1,693人

A

5,821人

B

9,854人
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イ） 相談しやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.9%

14.3%

18.8%

しやすい

しにくい

どちらともいえない

全体

17,357人

67.3%

13.9%

18.7%

男性

15,666人
63.1%

17.3%

19.6%

女性

1,691人

69.7%

13.1%

17.2%

66.0%

14.4%

19.6%

A

5,817人

B

9,849人

66.9%

14.3%

18.8%

しやすい

しにくい

どちらともいえない

全体

17,357人

67.3%

13.9%

18.7%

男性

15,666人
63.1%

17.3%

19.6%

女性

1,691人

69.7%

13.1%

17.2%

66.0%

14.4%

19.6%

A

5,817人

B

9,849人
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ウ）公平さ 

 

 

 

  

67.6%

10.8%

21.5%
公平

不公平

どちらともいえない

全体

17,350人

68.5%

10.5%

21.1%

59.9%
14.0%

26.0%

男性

15,657人

女性

1,690人

70.1%

10.0%

19.8%

67.1%

10.9%

22.0%

A

6,243人

B

9,845人

67.6%

10.8%

21.5%
公平

不公平

どちらともいえない

全体

17,350人

68.5%

10.5

%

21.1

%

59.9%
14.0%

26.1%

男性

15,659人

女性

1,691人

70.8%

9.8%

19.4%

67.1%

10.9%

22.0%

A

5,814人

B

9,845人
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エ）信頼感 

 

  

73.0%

8.5%

18.5%
ある

ない

どちらともいえない

全体

17,353人

72.8%

8.6%

18.6%

74.8%

7.8%

17.4%

男性

15,661人

女性

1,692人

77.1%

6.9%

15.9%

70.2%

9.6%

20.2%

A

5,813人

B

9,848人
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オ）考え方 

 

  

​ ​​ ​ ​

54.4%

22.3%

23.3%
柔軟

硬い

どちらともいえない

全体

17,333人

​ ​​ ​ ​

54.5%

23.0%

22.5%

男性

15,645人 53.2%

16.0%

30.8%

女性

1,688人

58.2%
19.7%

22.1%

52.4%

24.9%

22.8%

A

5,809人

B

9,836人
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カ）勤務姿勢 

 

  

​ ​​ ​ ​

82.4%

3.8%

13.8%
良い

悪い

どちらともいえない

全体

17,349人

82.0%

4.0%

14.0%

85.7%

2.4%

11.8%

男性

15,658人

女性

1,691人

85.7%

3.1%

11.3%

79.8%

4.5%

15.6%

A

5,812人

B

9,846人
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キ）態度 

 

 

  

​ ​​ ​

75.3%

6.3%

18.3%
良い

悪い

どちらともいえない

全体

17,346人

75.3%

6.4%

18.3%

75.7%

5.4%

18.9%

男性

15,657人

女性

1,689人

79.9%

5.1%

15.0%

72.6%

7.2%

20.2%

A

5,809人

B

9,848人
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ク）言葉遣い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員全体の公平さについて，「公平な職員が多い」と回答した者の割合は約３割であるが，自分を一

番長く担当した職員については，女性以外の類型において、約7 割の者が「公平」と回答している。職

員に望むこととしては，いずれの類型においても「公平に見てほしい」が約５割と最も多く，次いで「話

を聞いてほしい」，「受刑者を信じてほしい」とする回答が多かった。  

​ ​​ ​

66.2%

11.1%

22.7% 良い

悪い

どちらともいえない

全体

17,346人

66.0%

11.4

%

22.6

%

男性

15,661人

68.7%

8.1

%

23.3

%

68.7%

10.1

%

21.2

%

64.4%
12.1%

23.5…

女性

1,685人

A

5,809人

B

9,852人
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4．他の受刑者に対して 

他の受刑者に対してどのように感じましたか。【２つまで選択】 

 

57.3%

31.4%

8.1%

10.6%

37.6%

5.1%

24.9%

15.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親切にしてくれた

よく相談に乗ってくれた

乱暴な者がいて困った

命令する者がいて困った

自分勝手な者がいて困った

相談できる相手がいなかった

かかわり合いにならない

特にない

全体

17,311人

58.1%

31.7%

8.3%

10.2%

37.2%

4.8%

24.3%

15.1%

49.3%

29.1%

6.6%

14.2%

41.3%

7.1%

30.3%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親切にしてくれた

よく相談に乗ってくれた

乱暴な者がいて困った

命令する者がいて困った

自分勝手な者がいて困った

相談できる相手がいなかった

かかわり合いにならない

特にない

男性

15,631人

女性

1,680人



18 

 

 

 

 

 

 

 

他の受刑者の印象については，いずれの類型においても「親切にしてくれた」との回答が最も多く，

約 5割の者がその旨を回答している。一方で，約4割の者が「自分勝手な者がいて困った」と回答した。 

58.1%

31.7%

8.3%

10.2%

37.2%

4.8%

24.3%

15.1%

60.5%

33.3%

9.0%

11.2%

39.3%

3.5%

22.0%

12.4%

49.3%

29.1%

6.6%

14.2%

41.3%

7.1%

30.3%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

親切にしてくれた

よく相談に乗ってくれた

乱暴な者がいて困った

命令する者がいて困った

自分勝手な者がいて困った

相談できる相手がいなかった

かかわり合いにならない

特にない

A

5,802人

B

9,829人

W

1,680人
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5．食事関係について 

 

（１）食事の量 

  

56.5%

9.4%

34.0%

丁度よい

多い

少ない

全体

17,624人

56.8%

8.6%

34.6%

54.0%

17.4%

28.5%

男性

15,914人

女性

1,710人

52.6%

10.5%

36.9%

54.0%

17.4%

28.5%

A

5,878人

B

10,036人
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（２）食事の質 

 

  

​ ​​ ​ ​

35.3%

40.3%

24.5% 良い

悪い

特に何も感じない

全体

17,580人

​ ​​ ​

34.9%

40.7%

24.5%

男性

15,877人

39.0%

36.4%

24.6%

女性

1,703人

37.5%

35.0%

27.5%
33.3%

44.0%

22.7%

A

5,865人

B

10,012人
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（３）主食（ごはんやパン）とおかずのバランス 

 

  

56.1%
37.7%

6.2%
丁度よい

主食を減らしておかずを増やしてほしい

おかずを減らして主食を増やしてほしい

全体

17,447人

57.5%

35.9%

6.6%

42.6%

54.4%

3.0%

男性

15,742人

女性

1,705人

54.6%
39.0%

6.4%

59.3%

34.1%

6.7%

A

5,834人

B

9,908人
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（４）献立の種類 

 

  

​ ​​ ​ ​

51.7%

3.7%

44.5%

丁度よい

多い

少ない

全体

17,558人

52.0%

3.7%

44.3%
49.6%

4.2%

46.2%
男性

15,849人

女性

1,709人

56.7%

4.3%

39.0%

49.2%

3.4%

47.4%
A

5,853人

B

9,996人
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（５）パン食の回数 

 

  

​ ​​ ​ ​

35.9%

4.4%

59.7%

丁度よい

多い

少ない

全体

17,577人

36.5%

4.5%

59.0%

30.4%

3.1%
66.6%

男性

15,874人

女性

1,703人

41.4%

7.1%

51.5%
A

5,858人

33.6%

3.0%

63.3%

B

10,016人
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（６）夕食の時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刑事施設内の食事に関して，食事の量，主食とおかずのバランス，献立の種類及び夕食の時間帯につ

いては，約5 割の者が「丁度よい」と回答している一方で，「パン食の回数」は，A以外の各類型におい

て、約６割の者が「少ない」と回答した。 

48.4%

1.3%

50.3%

丁度よい

遅い

早い

全体

17,554人

48.1%

1.4%

50.6% 51.6%

0.7%

47.7%
男性

15,849人

女性

1,705人

43.9%

1.0%

55.1%
50.6%

1.6%

47.9%
A

5,852人

B

9,997人
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6．刑務作業について 

（１）作業をして良かったことはどれですか。【３つまで選択】 

48.0%

11.7%

19.1%

46.9%

47.4%

26.6%

24.3%

25.0%

30.8%

3.7%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

勤労の習慣・意欲が身に付く

社会復帰後の就職に役立つ

作業報奨金がもらえる

規律正しい生活習慣が

身に付く

忍耐力が身に付く

共同生活により協調性

が身に付く

気が紛れる

体を動かせる・健康によい

時間が早く過ぎる

その他

特になし

46.9%

11.4%

19.5%

45.8%

46.9%

26.9%

24.9%

25.5%

31.0%

3.8%

7.3%

58.6%

14.2%

15.5%

57.1%

52.1%

24.6%

19.0%

20.7%

28.8%

1.9%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

勤労の習慣・意欲が身に付く

社会復帰後の就職に役立つ

作業報奨金がもらえる

規律正しい生活習慣が

身に付く

忍耐力が身に付く

共同生活により協調性

が身に付く

気が紛れる

体を動かせる・健康によい

時間が早く過ぎる

その他

特になし

男性

15,839人

女性

1,701人
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45.7%

10.2%

16.2%

51.6%

52.3%

31.6%

21.1%

21.8%

28.3%

3.9%

6.5%

47.6%

12.2%

21.4%

42.5%

43.7%

24.1%

27.1%

27.7%

32.6%

3.8%

7.7%

58.6%

14.2%

15.5%

57.1%

52.1%

24.6%

19.0%

20.7%

28.8%

1.9%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

勤労の習慣・意欲が身に付く

社会復帰後の就職に役立つ

作業報奨金がもらえる

規律正しい生活習慣が

身に付く

忍耐力が身に付く

共同生活により協調性

が身に付く

気が紛れる

体を動かせる・健康によい

時間が早く過ぎる

その他

特になし

A

5,853人

B

9,986人

W

1,701人
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（２）作業に関して不満な点はどれですか。【２つまで選択】 

 

 

 

 

50.8%

2.4%

28.5%

13.6%

24.4%

32.1%

15.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特になし

仕事をすること自体

が嫌い

社会復帰に役立たない

作業が多い

社会に貢献できる作業

がない

作業の業種の希望を

聞いてもらえない

刑務作業以外のことを

もっとしたい

その他

全体

17,414人

50.2%

2.5%

29.5%

14.1%

24.3%

32.4%

15.0%

56.5%

2.0%

19.6%

9.2%

25.0%

30.0%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特になし

仕事をすること自体

が嫌い

社会復帰に役立たない

作業が多い

社会に貢献できる作業

がない

作業の業種の希望を

聞いてもらえない

刑務作業以外のことを

もっとしたい

その他

男性

15,731人

女性

1,683人
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49.6%

2.0%

29.5%

13.6%

23.8%

33.0%

13.7%

50.6%

2.8%

29.5%

14.4%

24.6%

32.0%

15.8%

56.5%

2.0%

19.6%

9.2%

25.0%

30.0%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特になし

仕事をすること自体

が嫌い

社会復帰に役立たない

作業が多い

社会に貢献できる作業

がない

作業の業種の希望を

聞いてもらえない

刑務作業以外のことを

もっとしたい

その他

A

5,818人

B

9,913人

W

1,683人
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（３）作業時間についてどう思いますか。 

 

  

​ ​​ ​ ​

67.9%

18.6%

13.5% 丁度よい

長い

短い

全体

17,538人

67.9%

18.2%

13.9%

67.7%

22.0%

10.3%

男性

15,835人

女性

1,703人

69.0%

15.2%

15.8%

67.3%

19.9%

12.7%

A

5,849人

B

9,986人
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（４）作業報奨金についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刑務作業について，作業をして良かったことについては，いずれの類型においても「勤労の習慣・意欲を身に

付けることができる」，「規律正しい生活習慣が身に付く」及び「忍耐力が身に付く」がそれぞれ約4～5割を占

めている。作業に関して不満な点については，「特になし」と回答した者が約5割を占める一方，いずれの類型

においても，３割以上の者が「刑務作業以外のことをもっとしたい」と回答したほか，「社会復帰に役立たない

作業が多い」，「作業の業種の希望を聞いてもらえない」と回答した者も２～３割いた。 

22.9%

74.1%

0.3%

2.7% 今のままでいい

単価を上げてほしい

単価を下げてほしい

報奨金はいらない

全体

17,540人

21.6%

75.4%

0.3%

2.7%

35.0%

61.8%

0.1%

3.1%

男性

15,842人

女性

1,698人

28.9%

66.9%

0.2%

4.0%

17.4%

80.4%

0.4%

1.9%

A

5,847人

B

9,995人
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7．職業訓練関係について 

（１）職業訓練を受けましたか。 

 

  

​ ​​ ​ ​

24.3%

75.7%

受けた

受けていない

全体

16,522人

23.0%

77.0%

37.1%

62.9%

男性

14,923人

女性

1,599人

33.0%

67.0%

23.0%

77.0%

A

5,589人

B

9,334人
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（２）（１）で「受けた」と答えた人に聞きます。何の職業訓練をうけましたか。【３つま

で選択】 

 

9.5%

42.6%

18.0%

8.1%

2.0%

1.6%

14.5%

2.2%

3.5%

3.3%

29.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

全体

3,894人

11.0%

41.9%

20.9%

6.1%

2.2%

1.8%

14.4%

1.5%

4.1%

3.3%

28.8%

0.5%

19.8%

0.9%

0.3%

14.9%

5.9%

0.2%

3.3%

32.5%

100.0%

86.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

男性

3,318人

女性

576人
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8.7%

40.2%

19.6%

10.6%

2.7%

2.8%

20.6%

2.7%

5.4%

6.1%

28.6%

13.8%

43.9%

22.5%

0.7%

1.6%

0.7%

6.9%

0.2%

2.6%

0.1%

29.0%

0.5%

46.5%

1.0%

19.8%

0.9%

0.3%

14.9%

5.9%

0.2%

3.3%

32.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

A

1,808人

B

1,510人

W

576人
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（３）（１）で職業訓練を「受けた」と答えた人に聞きます。社会復帰に役立つと思います

か。 

 

  

80.2%

3.5%

16.3%
役立つ

役立たない

どちらともいえない

全体

3,920人

79.1%

3.8%

17.1%

86.4%

1.9%

11.7%

男性

3,345人

女性

575人

77.4%

4.6%

18.1%

81.2%

2.9%

15.9%

A

1,815人

B

1,530人
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（４）職業訓練を受けなかった人に聞きます。職業訓練を受けなかった理由はどれですか。 

 

  

​ ​​ ​ ​

​ ​​

24.8%

25.3%

49.9%

選ばれなかった

受けたくなかった

受けたい職業訓練がなかった

全体

10,785人

24.6%

25.1%

50.3%

27.7%

26.8%

45.5%男性

9,908人

女性

877人

26.0%

22.8%

51.1%

23.8%

26.3%

49.9%

A

3,357人

B

6,551人
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（５）（４）で「受けたい職業訓練がなかった。」と答えた人に聞きます。どのような訓練

があれば，受けたいと思いましたか。 

 

  

4.5%

13.1%

16.9%

6.9%

7.0%

1.9%

7.3%

3.4%

6.4%

16.9%

15.5%

0% 5% 10% 15% 20%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

全体

5,215人

4.9%

13.1%

18.0%

6.9%

7.6%

2.1%

7.2%

3.0%

6.1%

15.7%

15.6%

0.5%

13.5%

3.1%

8.1%

0.5%

0.3%

8.8%

7.5%

10.9%

32.2%

14.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

男性

4,830人

女性

385人
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職業訓練について，「受けた」と回答した者に社会復帰に役立つと思うかを質問したところ，いずれの

類型においても約８割の者が「役立つ」と回答した。一方で，職業訓練を受けなかった者にその理由を

質問したところ，いずれの類型においても，約５割の者が「受けたい職業訓練がなかった」と回答した。

また，「受けたい職業訓練がなかった」と回答した者に対して，受けたい職業訓練の種目を質問したとこ

ろ，男性は「建築・土木・測量関係」、「調理関係」と回答した者が多く、女性は「調理関係」、「コンピ

ュータ関係」が多かった。  

4.3%

11.7%

17.2%

5.3%

6.8%

2.1%

6.2%

2.9%

6.8%

19.2%

17.6%

5.0%

14.0%

17.8%

7.8%

7.7%

2.0%

7.7%

3.4%

5.7%

14.2%

14.6%

0.7%

12.4%

4.9%

7.1%

1.4%

0.4%

10.2%

5.7%

12.0%

32.5%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

A

1,783人

B

3,149人

W

283人

4.6%

11.4%

18.3%

5.0%

7.3%

2.2%

6.2%

2.3%

6.7%

18.5%

17.5%

5.0%

14.0%

17.8%

7.8%

7.7%

2.0%

7.7%

3.4%

5.7%

14.2%

14.6%

0.5%

13.5%

3.1%

8.1%

0.5%

0.3%

8.8%

7.5%

10.9%

32.2%

14.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

金属関係

コンピュータ関係

建築・土木・測量関係

介護・福祉関係

自動車関係

電気通信関係

販売・サービス関係

理容・美容関係

農業・園芸関係

調理関係

その他の訓練

A

1,681人

B

3,149人

W

385人
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8．出所後の就労について 

（１）出所後に就きたい（就くつもりの）仕事はどれですか。 

1.0%

2.6%

29.7%

1.5%

2.8%

7.0%

2.7%

1.3%

7.9%

5.7%

4.8%

22.7%

5.0%

5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

理容・美容関係

金属製造関係

建設・土木関係

電気工事関係

農業・園芸関係

調理関係

コンピュータ関係

自動車整備関係

自動車運転関係

福祉関係

販売員

その他の仕事

考えていない

働く予定はない

全体

16,965人

0.7%

2.8%

32.5%

1.6%

2.8%

6.7%

2.7%

1.4%

8.6%

4.3%

4.1%

21.7%

4.9%

5.1%

2.9%

0.7%

3.5%

0.1%

2.4%

10.6%

2.3%

0.2%

1.9%

18.3%

10.8%

31.8%

5.5%

8.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

理容・美容関係

金属製造関係

建設・土木関係

電気工事関係

農業・園芸関係

調理関係

コンピュータ関係

自動車整備関係

自動車運転関係

福祉関係

販売員

その他の仕事

考えていない

働く予定はない

男性

15,319人

女性

1,646人
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出所後に就きたい（就くつもりの）仕事について質問したところ，男性は「建設・土木関係」と回答

した者が多く、また，女性では「福祉関係」と回答した者が多かった。  

1.1%

3.3%

28.6%

2.0%

3.3%

7.5%

3.4%

1.7%

8.8%

4.9%

5.9%

23.8%

3.1%

2.5%

0.5%

2.5%

34.8%

1.3%

2.5%

6.1%

2.3%

1.2%

8.4%

3.9%

3.1%

20.5%

6.0%

6.7%

2.9%

0.7%

3.5%

0.1%

2.4%

10.6%

2.3%

0.2%

1.9%

18.3%

10.8%

31.8%

5.5%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40%

理容・美容関係

金属製造関係

建設・土木関係

電気工事関係

農業・園芸関係

調理関係

コンピュータ関係

自動車整備関係

自動車運転関係

福祉関係

販売員

その他の仕事

考えていない

働く予定はない

A

5,712人

B

9,607人

W

1,646人
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9．就労支援について 

就労支援を受けた人に聞きます。受けた就労支援のうち，あなたが一番役に立ったと

思ったものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労支援を受けた人に，一番役に立ったものについて質問したところ，全ての類型において「求人情

報の提供」又は「就労支援スタッフによる個別面接」と回答した者が約５割を占めた。 

​ ​​ ​ ​

19.9%

15.5%

25.1%

24.3%

1.9% 13.3%
ハローワーク職員の講話

ハローワーク職員の職業相談面接

求人情報の提供

就労支援スタッフによる個別面接

職業適性検査

その他

全体

5,760人

20.2%

15.7%

25.7%

22.3%

2.0%
14.0%

男性

5,034人

17.5%

14.2%

20.8%

37.7%

1.7%
8.1%

女性

726人

20.5%

16.6%

24.7%

23.1%

2.4%
12.7%

20.1%

15.1%

26.3%

21.9%

1.7%
14.9%

A

1,994人

B

3,040人
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10．教育関係について 

（１）各種の教育（改善指導等）のうち，あなたが受けたものはどれですか。【すべて選択】 

 

 

 

  ​ ​​ ​ ​

41.2%

3.7%

5.8%

11.6%

12.1%

33.1%

10.8%

18.0%

4.5%

2.2%

9.2%

18.6%

21.0%

8.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

全体

12,219人

40.4%

4.1%

6.6%

11.4%

12.8%

31.9%

10.6%

17.0%

4.3%

2.1%

8.6%

16.5%

18.3%

7.9%

47.3%

女性は実施していない

女性は実施していない

13.1%

6.7%

42.1%

12.0%

25.7%

6.6%

2.8%

13.8%

34.1%

41.1%

13.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

男性

10,774人

女性

1,445人
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25.1%

0.7%

10.2%

20.5%

16.2%

32.8%

16.8%

19.8%

4.3%

3.1%

10.0%

20.3%

20.4%

8.9%

51.4%

6.6%

4.0%

5.0%

10.3%

31.2%

6.2%

14.9%

4.3%

1.3%

7.6%

13.8%

16.8%

7.2%

47.3%

女性は実施していない

女性は実施していない

13.1%

6.7%

42.1%

12.0%

25.7%

6.6%

2.8%

13.8%

34.1%

41.1%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

A

4,492人

B

6,282人

W

1,445人
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（２）（１）で「受けた」と答えた教育（改善指導等）のうち，あなたが役に立ったと思っ

たものはどれですか。【すべて選択】 

※ グラフは受講者に占める割合。 

 

  

85.2%

54.1%

74.3%

74.7%

79.2%

72.9%

59.2%

77.8%

73.0%

83.1%

80.0%

65.1%

72.0%

68.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

全体

10,780人

84.5%

54.1%

73.9%

74.2%

79.1%

72.3%

58.4%

77.5%

71.5%

81.8%

79.9%

64.9%

72.8%

68.3%

89.3%

女性は実施していない

女性は実施していない

77.8%

81.4%

76.6%

64.2%

79.2%

80.0%

90.2%

80.4%

66.1%

69.2%

66.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

男性

9,447人

女性

1,333人
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88.1%

59.4%

74.6%

77.0%

82.7%

72.4%

62.9%

78.9%

77.0%

86.5%

78.4%

65.8%

72.2%

71.6%

83.2%

53.7%

72.6%

65.8%

75.0%

72.2%

49.7%

76.3%

67.7%

73.8%

81.2%

63.8%

73.4%

65.5%

89.3%

女性は実施していない

女性は実施していない

77.8%

81.4%

76.6%

64.2%

79.2%

80.0%

90.2%

80.4%

66.1%

69.2%

66.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬物依存離脱指導

暴力団離脱指導

性犯罪再犯防止指導

被害者の視点を

取り入れた教育

交通安全指導

就労支援指導

一般改善指導

（犯罪被害者等による講演）

一般改善指導

（グループによる指導）

教科指導

高校卒業程度認定試験

通信教育

篤志面接委員の指導

宗教教誨

その他

A

4,050人

B

5,397人

W

1,333人
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（３）図書（官本）について，どのように感じましたか。【２つまで選択】 

  

27.5%

52.7%

48.9%

10.6%

27.8%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

十分だった

種類が不足していた

古い本が多かった

本を選ぶ機会が少なかった

本を選ぶ時間が短かった

本に興味がないので、

何も思わなかった

全体

17,170人

27.6%

53.5%

50.4%

10.7%

24.5%

5.4%

26.3%

46.1%

35.3%

10.6%

58.2%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分だった

種類が不足していた

古い本が多かった

本を選ぶ機会が少なかった

本を選ぶ時間が短かった

本に興味がないので、

何も思わなかった

男性

15,477人

女性

1,693人
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各種教育について質問したところ，いずれの教育についても「役に立った」と回答した者が多くを占

めた。特に「薬物依存離脱指導」、「高校卒業程度認定試験」、「通信教育」については、８割以上の者が

「役に立った」と回答した。 

図書（官本）についての質問では，約５割の者が「種類が不足していた」，「古い本が多かった」と回

答した。また，女性では「本を選ぶ時間が短かった」と回答した者も多かった。 

※「暴力団離脱指導」，「性犯罪再犯防止指導」は、女性には実施していない。 

 

33.2%

48.2%

44.8%

10.4%

26.4%

4.8%

24.3%

56.6%

53.7%

10.8%

23.4%

5.8%

26.3%

46.1%

35.3%

10.6%

58.2%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

十分だった

種類が不足していた

古い本が多かった

本を選ぶ機会が少なかった

本を選ぶ時間が短かった

本に興味がないので、

何も思わなかった

A

5,773人

B

9,704人

W

1,693人
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11．医療関係について 

施設内の医療について，どのように思いましたか。 

 

 

刑事施設内における医療について質問したところ，男女ともに「希望どおりの医療が受けられた」と

回答した者が最も多く，全体の約３～４割を占めた。 

  

38.2%

13.1%11.0%

12.5%

15.3%

9.9%
希望どおりの医療が受けられた

早く診察してほしい

医師から十分に説明してほしい

希望どおりの治療をしてほしい

希望どおりに薬を出してほしい

その他

全体

17,018人

39.2%

12.9%11.1%

12.5%

14.8%

9.5%

29.4%

15.2%

10.5%

11.7%

20.0%

13.1%

42.7%

15.3%

11.1%

10.8%

9.9%

10.2%

37.1%

11.4%
11.1%

13.6%

17.6%

9.2%

男性

15,349人

女性

1,669人

A

5,712人

B

9,637人
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12．制限区分について 

（１）制限区分について，関心を持っていましたか。 

 

  

​ ​​ ​ ​

45.8%

54.2%

関心を持っていた

気にならなかった

全体

16,899人

44.3%

55.7%
60.2%

39.8%

50.9%49.1%

40.2%

59.8%

男性

15,244人

女性

1,655人

A

5,714人

B

9,530人
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（２）あなたの制限区分に応じて変更となった処遇の中で一番良かったと思うものは何で

すか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制限区分についての関心について質問したところ，いずれの類型においても「関心を持っていた」と回答

した者は４～６割であった。また，制限区分に応じて変更となった処遇の中で一番良かったと思うものを質

問したところ，「中髪を認められた」（男性のみ），「外部交通が緩和された」，「居室が変更になった」と回答

した者が多かった。 

​ ​​ ​ ​

10.5%
3.1%

12.4%

0.9%
3.3%

11.4%

4.9%

53.7%

居室が変更になった

身体等の検査が緩和された

中髪を認められた

刑事施設外処遇が認められた

就寝時間を遅らせるなど生活時間が変更された

外部交通が緩和された

その他

特になし

全体

16,000人

​ ​​ ​

9.7%
3.2%

13.7%

0.9%

3.1%

11.2%

4.6%

53.7%

18.3%
2.2%

0.2%

0.8%

4.9%

12.8%

7.3%

53.6%

9.6%

3.5%

16.5%

1.0%
3.4%

15.2%
4.1%

46.6%

9.7%
3.0%

11.9%
0.8%

2.9%

8.7%

4.9%

58.1%

男性

14,434人

女性

1,566人

A

5,546人

B

8,888人
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13．優遇区分について 

（１）受刑態度によって指定されていた優遇区分について，どのように感じましたか。 

 

 

 

  

​ ​​ ​ ​

68.9%

20.8%

10.3% 適当であった

低かった

高かった

全体

16,532人

69.1%

21.0%

9.9%

67.4%

18.7%

13.9%

70.4%

19.5%

10.0%

68.2%

21.9%

9.8%

男性

14,910人

女性

1,622人

A

5,638人

B

9,272人
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（２）優遇措置として一番良かったと思うものは何ですか。【１つ選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定された優遇区分について質問したところ，いずれの類型においても約７割の者が「適当であった」

と回答した。また，優遇措置として一番良かったものについて質問したところ，いずれの類型において

も「特になし」と回答した者が最も多かったが，次いで「テレビを見たり，集会に参加することができ

た」，「自弁で購入して食べることができた」と回答した者が多かった。 

​ ​​ ​ ​

2.6%

6.3%

14.0%

22.4%

22.4%

1.9%

30.5%

特別な物品を貸与してもらった

自弁で食料などを購入できる物品が増えた

発信申請通数が増えた

自弁で購入して食べることができた

テレビを見たり、集会に参加することができた

その他

特になし

全体

16,648人

2.7%

6.6%

13.3%

22.3%

22.4%

1.9%

30.9%

2.0%

3.8%

20.4%

23.3%22.5%

1.9%

26.2%

2.7%

8.4%

14.4%

24.9%
19.3%

1.7%

28.6%

2.7%

5.5%

12.6%

20.6%

24.2%

2.0%

32.3%

男性

15,032人

女性

1,616人

A

5,640人

B

9,392人
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14．施設の規則について 

 

施設の規則についてどう思いましたか。 

 

 

  

​ ​​ ​ ​

48.7%

8.0%

10.4%

32.9%

厳しい

もっと厳しいほうがよい

厳しくない

特に何も感じない

全体

17,180人

48.4%

7.8%

10.2%

33.6%

51.8%

10.0%

11.6%

26.6%

男性

15,507人

女性

1,673人

44.5%

11.3%

13.2%

31.0%

50.7%

5.7%
8.5%

35.1%

A

5,787人

B

9,720人
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15．懲罰関係について 

（１）懲罰を受けたことがある人に聞きます。懲罰についてどう感じましたか。 

 

 

 

  

​ ​​ ​ ​43.1%

14.3%

31.7%

10.9%
当然であると思った

不当であると思った

当然だと感じたことも、不当だと感じた

こともあった

特に何も感じなかった

全体

8,102人

42.4%

14.4%

31.7%

11.5%

50.7%

13.1%

31.4%

4.7%

46.3%

13.1%

32.4%

8.2%

40.5%

15.1%

31.4%

13.0%

男性

7,424人

女性

678人

A

2,394人

B

5,030人
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（２）（１）で「不当であると思った。」又は「当然だと感じたことも，不当だと感じた 

ともあった」と答えた人に聞きます。不当だと思っている内容はどれですか。 

【すべて選択】 

 

  

56.6%

74.6%

38.8%

45.5%

59.6%

69.7%

43.3%

57.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

反則行為の調査の方法

懲罰の認定方法・理由

懲罰期間の長さ

懲罰の内容

男性

3,129人

女性

277人

56.8%

74.2%

39.1%

46.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

反則行為の調査の方法

懲罰の認定方法・理由

懲罰期間の長さ

懲罰の内容

56.6%

74.6%

38.8%

45.5%

59.6%

69.7%

43.3%

57.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

反則行為の調査の方法

懲罰の認定方法・理由

懲罰期間の長さ

懲罰の内容

男性

3,129人

女性

277人
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57.1%

75.8%

33.3%

42.4%

56.3%

74.0%

41.4%

47.0%

59.6%

69.7%

43.3%

57.0%

0% 20% 40% 60% 80%

反則行為の調査の方法

懲罰の認定方法・理由

懲罰期間の長さ

懲罰の内容

A

1,010人

B

2,119人

W

277人
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（３）懲罰を受けて，どのように考えましたか。 

 

 

 

懲罰について不当に思った点について質問したところ，「懲罰の認定方法・理由」や「反則行為の調査

の方法」といった回答が「懲罰の内容」を上回った。懲罰を受けて考えたことについては，いずれの類

型においても「反省して，自分の生活を見直した」と回答した者が最も多かったが，男性よりも女性の

方がその傾向が見られた。 

45.4%

12.5%

30.0%

12.2% 反省して、自分の生活を見直した

不満を感じた

反省して、自分の生活を見直しをできたこ

とも、不満に感じたこともあった

特に何も考えなかった

45.4%

12.5%

30.0%

12.2% 反省して、自分の生活を見直した

不満を感じた

反省して、自分の生活を見直しをできたこ

とも、不満に感じたこともあった

特に何も考えなかった

全体

7,789人

44.1%

12.9%

29.9%

13.1%

59.4%

7.4%

31.1%

2.1%

51.0%

10.2%

31.0%

7.9%

40.9%

14.2%

29.4%

15.5%

男性

7,136人

女性

653人

A

2,263人

B

4,873人
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16．不服申立て関係について 

不服申立てをしたことがある人に聞きます。不服申立ての結果についてどう思います

か。 

8.1%

37.6%

10.5%

12.1%

31.7%

結果に満足している

結果が不満である

処理結果が分からないので不満である

処理結果が分からないので何とも言えない

特に何も感じない

全体

1,966人

7.7%

37.3%

10.1%

11.5%

33.4%

11.7%

40.3%

14.6%

16.5%

17.0%

9.9%

34.5%

11.0%

11.6%

33.0%

6.7%

38.6%

9.6%

11.5%

33.6%

男性

1,760人

女性

206人

A

536人

B

1,224人
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17．受刑生活関係について 

 

（１）受刑生活で苦労したと思うことはどれですか。【３つまで選択】 

  

77.1%

12.8%

23.3%

14.6%

2.1%

18.2%

21.4%

5.7%

0.6%

1.9%

4.0%

1.5%

13.7%

8.2%

35.9%

6.8%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受刑者同士の関係

家族との関係

職員との関係

作業

各種の教育

医療

釈放後の生活設計

面会・手紙

賠償

被害者や被害者家族

との関係

仮釈放になるための

面接・手続き

所内での

不服申立て・訴訟

規律

取調べ・懲罰

自由がない・好きなことが

できないこと

その他

特になし

全体

17,204人
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77.4%

12.5%

23.6%

14.0%

2.1%

17.3%

21.9%

5.7%

0.6%

1.9%

4.0%

1.6%

13.8%

8.1%

36.3%

6.9%

11.8%

74.4%

15.7%

19.7%

19.8%

2.6%

26.8%

17.3%

5.9%

0.4%

1.8%

4.4%

1.3%

12.1%

8.8%

32.1%

6.8%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受刑者同士の関係

家族との関係

職員との関係

作業

各種の教育

医療

釈放後の生活設計

面会・手紙

賠償

被害者や被害者家族

との関係

仮釈放になるための

面接・手続き

所内での

不服申立て・訴訟

規律

取調べ・懲罰

自由がない・好きなことが

できないこと

その他

特になし

男性

15,529人

女性

1,675人
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76.1%

13.5%

22.4%

14.7%

2.7%

13.4%

22.1%

5.4%

1.0%

2.9%

4.5%

1.2%

15.8%

7.1%

40.7%

6.7%

10.0%

78.1%

11.9%

24.4%

13.6%

1.7%

19.6%

21.7%

5.9%

0.4%

1.3%

3.7%

1.8%

12.7%

8.7%

33.7%

7.0%

12.8%

74.4%

15.7%

19.7%

19.8%

2.6%

26.8%

17.3%

5.9%

0.4%

1.8%

4.4%

1.3%

12.1%

8.8%

32.1%

6.8%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受刑者同士の関係

家族との関係

職員との関係

作業

各種の教育

医療

釈放後の生活設計

面会・手紙

賠償

被害者や被害者家族

との関係

仮釈放になるための

面接・手続き

所内での

不服申立て・訴訟

規律

取調べ・懲罰

自由がない・好きなことが

できないこと

その他

特になし

A

5,777人

B

9,752人

W

1,675人
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（２）受刑生活で良かったことはどれですか。【３つまで選択】 

22.8%

12.5%

6.5%

33.5%

0.7%

29.4%

18.0%

19.5%

16.7%

30.6%

15.6%

3.5%

7.4%

7.6%

12.6%

5.6%

16.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

刑務作業

各種の教育

講演

面会・手紙・差入れ

俳句等の創作活動

読書

食事

運動

入浴

テレビ・ラジオ視聴

映画鑑賞

クラブ活動

囲碁・将棋等の趣味

演芸等の慰問

演芸・スポーツ大会

その他

特になし

​​​ ​​

全体

17,124人

​​​ ​​
​ ​​ ​

21.2%

11.4%

5.9%

32.6%

0.7%

29.7%

17.6%

20.4%

17.2%

30.8%

16.5%

2.8%

8.2%

7.3%

13.0%

5.6%

16.7%

37.4%

22.3%

12.1%

41.3%

0.8%

26.9%

21.4%

11.3%

12.0%

28.5%

7.0%

10.3%

0.1%

10.7%

9.0%

4.8%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

刑務作業

各種の教育

講演

面会・手紙・差入れ

俳句等の創作活動

読書

食事

運動

入浴

テレビ・ラジオ視聴

映画鑑賞

クラブ活動

囲碁・将棋等の趣味

演芸等の慰問

演芸・スポーツ大会

その他

特になし

男性

15,449人

女性

1,675人
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25.8%

15.9%

8.2%

34.6%

0.6%

32.7%

16.0%

20.3%

15.0%

29.3%

14.7%

3.6%

9.1%

7.3%

12.6%

5.6%

12.4%

18.5%

8.8%

4.6%

31.5%

0.7%

27.9%

18.6%

20.5%

18.6%

31.8%

17.6%

2.2%

7.7%

7.2%

13.3%

5.7%

19.2%

37.4%

22.3%

12.1%

41.3%

0.8%

26.9%

21.4%

11.3%

12.0%

28.5%

7.0%

10.3%

0.1%

10.7%

9.0%

4.8%

10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

刑務作業

各種の教育

講演

面会・手紙・差入れ

俳句等の創作活動

読書

食事

運動

入浴

テレビ・ラジオ視聴

映画鑑賞

クラブ活動

囲碁・将棋等の趣味

演芸等の慰問

演芸・スポーツ大会

その他

特になし

A

5,764人

B

9,685人

W

1,675人
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（３）今回の受刑生活で得られたものはどれですか。【３つまで選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.4%

65.0%

7.7%

45.9%

29.6%

13.7%

36.2%

2.2%

20.6%

5.1%

5.0%

9.1%

12.2%

0.8%

7.8%

3.4%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

罪を償えた

自分の問題を見つめ直せた

謝罪、被害弁償等の気持が生まれた

二度と犯罪をしない決意ができた

忍耐力が付いた

二度と犯罪をしない方法が分かった

家族のありがたさが分かった

家族との関係が改善した

人との付き合い方を学んだ

働く習慣ができた

免許・資格、その他職業技能が身に付いた

読書や勉強の習慣ができた

健康になった

暴力団を離脱する決意ができた

出所後の人生に希望が持てた

その他

特になし
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13.7%

64.4%

7.9%

45.6%

30.1%

13.0%

35.0%

2.1%

20.9%

5.0%

4.6%

9.4%

12.7%

0.9%

7.6%

3.6%

5.9%

10.2%

69.8%

5.7%

49.0%

25.1%

20.7%

47.0%

3.7%

17.8%

6.2%

7.9%

6.4%

7.9%

0.4%

9.8%

2.1%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

罪を償えた

自分の問題を見つめ直せた

謝罪、被害弁償等の気持が生まれた

二度と犯罪をしない決意ができた

忍耐力が付いた

二度と犯罪をしない方法が分かった

家族のありがたさが分かった

家族との関係が改善した

人との付き合い方を学んだ

働く習慣ができた

免許・資格、その他職業技能が身に付いた

読書や勉強の習慣ができた

健康になった

暴力団を離脱する決意ができた

出所後の人生に希望が持てた

その他

特になし

男性

15,468人

女性

1,688人
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受刑生活で苦労したと思うことについて質問したところ，全ての類型において7 割以上の者が「受刑

者同士の関係」と回答した。受刑生活で良かったことについて質問したところ，全体的に回答はばらつ

いているものの「面会・手紙・差入れ」，「読書」，「テレビ・ラジオ視聴」と回答した者が多かったほか，

女性では「刑務作業」と回答した者も多かった。また，今回の受刑生活で得られたものについて質問し

たところ「自分の問題を見つめ直せた」と回答した者が最も多く，次いで「二度と犯罪をしない決意が

できた」，「家族のありがたさが分かった」と回答した者が多かった。 

12.1%

71.0%

9.9%

49.4%

29.2%

12.4%

41.6%

2.2%

17.7%

2.7%

5.5%

10.7%

12.2%

0.1%

6.0%

2.7%

3.0%

14.7%

60.6%

6.7%

43.3%

30.6%

13.3%

31.0%

2.0%

22.9%

6.4%

4.1%

8.6%

12.9%

1.3%

8.5%

4.0%

7.7%

10.2%

69.8%

5.7%

49.0%

25.1%

20.7%

47.0%

3.7%

17.8%

6.2%

7.9%

6.4%

7.9%

0.4%

9.8%

2.1%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

罪を償えた

自分の問題を見つめ直せた

謝罪、被害弁償等の気持が生まれた

二度と犯罪をしない決意ができた

忍耐力が付いた

二度と犯罪をしない方法が分かった

家族のありがたさが分かった

家族との関係が改善した

人との付き合い方を学んだ

働く習慣ができた

免許・資格、その他職業技能が身に付いた

読書や勉強の習慣ができた

健康になった

暴力団を離脱する決意ができた

出所後の人生に希望が持てた

その他

特になし

A

5,769人

B

9,699人

W

1,688人
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18．出所後の生活について 

出所後の生活について不安に感じることはありますか。【２つまで選択】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.7%

37.6%

29.3%

18.1%

17.8%

5.1%

6.5%

8.6%

17.1%

7.4%

19.9%

0% 10% 20% 30% 40%

帰住先がないこと

お金に関すること

仕事に関すること

家族との関係に関すること

医療や健康に関すること

頼れる相手がいないこと

入所前の人間関係に関すること

被害者に関する謝罪、

被害弁償等に関すること

二度と犯罪をしない方法に

関すること

その他

特になし

​​​ ​​

全体

16,942人

0.1 

0.4 

0.3 

0.2 

0.2 

0.0 

0.1 

0.1 

0.2 

0.1 

0.2 

4.2%

28.6%

27.9%

28.0%

25.2%

5.8%

6.5%

7.0%

25.1%

8.1%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

帰住先がないこと

お金に関すること

仕事に関すること

家族との関係に関すること

医療や健康に関すること

頼れる相手がいないこと

入所前の人間関係に関すること

被害者に関する謝罪、

被害弁償等に関すること

二度と犯罪をしない方法に

関すること

その他

特になし

男性

15,285人

女性

1,657人
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出所後の生活で不安に感じることについて質問したところ，「お金に関すること」や「仕事に関するこ

と」といった出所後の経済的基盤に関する不安について回答する者が多かった。 

4.7%

38.3%

34.3%

19.5%

13.3%

3.8%

5.9%

15.3%

12.8%

7.8%

19.5%

11.8%

38.8%

26.5%

15.5%

19.2%

5.7%

6.8%

4.9%

18.3%

7.1%

21.4%

4.2%

28.6%

27.9%

28.0%

25.2%

5.8%

6.5%

7.0%

25.1%

8.1%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

帰住先がないこと

お金に関すること

仕事に関すること

家族との関係に関すること

医療や健康に関すること

頼れる相手がいないこと

入所前の人間関係に関すること

被害者に関する謝罪、

被害弁償等に関すること

二度と犯罪をしない方法に

関すること

その他

特になし

A

5,714人

B

9,571人

W

1,657人
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19．刑務所でしてほしいことについて 
 

出所後の生活のために刑務所でしてほしいことは何ですか。【２つまで選択】 

 

 

 

 

19.2%

22.5%

10.7%

9.8%

17.3%

19.6%

9.8%

4.9%

7.2%

3.0%

16.5%

7.6%

25.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

就労支援

職業訓練

帰住先（引受人）の調整

福祉サービスの調整

再犯しないための教育

その他社会復帰に

必要な知識・技術の教育

工場や居室の担当職員による

面接指導・相談

分類や教育の担当職員による

面接指導・相談

就労や福祉の専門の職員による

面接指導・相談

篤志面接委員、教誨師など

部外者による面接指導・相談

自分で勉強できる時間の増加

その他

特になし

全体

16,752人
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19.6%

22.5%

11.0%

9.8%

16.3%

19.2%

9.1%

4.7%

7.2%

2.9%

17.1%

7.7%

25.7%

15.8%

23.2%

7.4%

9.9%

25.7%

23.5%

16.3%

7.2%

7.7%

4.2%

11.0%

6.1%

19.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

就労支援

職業訓練

帰住先（引受人）の調整

福祉サービスの調整

再犯しないための教育

その他社会復帰に

必要な知識・技術の教育

工場や居室の担当職員による

面接指導・相談

分類や教育の担当職員による

面接指導・相談

就労や福祉の専門の職員による

面接指導・相談

篤志面接委員、教誨師など

部外者による面接指導・相談

自分で勉強できる時間の増加

その他

特になし

男性

15,111人

女性

1,641人
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出所後の生活のために刑事施設でしてほしいことについて質問したところ，「職業訓練」や「就労支

援」といった就労に関する指導・支援を求める回答のほか，「その他社会復帰に必要な知識・技術の教育」

や「再犯しないための教育」といった教育を求める回答も多かった。 

20.5%

24.9%

7.9%

5.8%

18.2%

23.1%

10.9%

4.4%

6.7%

3.0%

19.2%

6.7%

22.6%

19.0%

21.0%

12.9%

12.2%

15.2%

16.8%

8.0%

4.8%

7.5%

2.8%

15.9%

8.4%

27.6%

15.8%

23.2%

7.4%

9.9%

25.7%

23.5%

16.3%

7.2%

7.7%

4.2%

11.0%

6.1%

19.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

就労支援

職業訓練

帰住先（引受人）の調整

福祉サービスの調整

再犯しないための教育

その他社会復帰に

必要な知識・技術の教育

工場や居室の担当職員による

面接指導・相談

分類や教育の担当職員による

面接指導・相談

就労や福祉の専門の職員による

面接指導・相談

篤志面接委員、教誨師など

部外者による面接指導・相談

自分で勉強できる時間の増加

その他

特になし

A

5,676人

B

9,435人

W

1,641人


